
  英語科 ５年 

単元 １．自己紹介をしよう                                                            ４・５月（９時間） 

目標 自分や友達とＡＬＴの共通点や相違点を知るために，他者に伝わるように工夫しながら，英語で好きな物や嫌いな物，できることや持っている物について表現できる。 

評価
規準 

 
 

(①知 ・ 技)好きな物や嫌いな物，できることや持っている物を伝える英語表現について理解している。 
       色や食べ物，動物，スポーツを表す英語表現を英語の音声で発音したり，英語の語順で書き写したりしている。 
(②思・判・表)英語表現の選択・組合せをし，自己紹介をしたり，紹介文を書き写したりしている。 
(③主体的態度)友達やＡＬＴに伝わるように工夫しながら，友達に好きな物や嫌いな物，できることや持っている物について自己紹介をしようとしている。 

言語
事項 
 
 

（名前） （ ）  
 

～  
  

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

つ 
か 
む 

１ 
 
 

○試しの３０秒自己紹介をし，英語で自己紹介ができたこ
とについて話し合い，単元の課題「英語で自己紹介でき
るようになろう」をつかむ。 

○英語で自己紹介をする際に必要な英語表現に気付けるよ
うに，グループで試しの３０秒自己紹介や必要な英語表
現について話し合う機会を設定する。 

◇自己紹介をする際に必要な英語表現について，発言し
たり記述したりしている。 ＜発言・Tryシート①＞ 

 

 
 

追 
究 
す 
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 
 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 

○色や食べ物，動物を表す英語表現を用いた「何でもカル
タ」をし，" ～ "" ～ "を用いて好
きな物を尋ねたり答えたりする。 

 
○" ～ "" ～ "を用いて好きな色や食

べ物，動物が同じ友達を見付ける「発見！フィーリング
フレンド」をする。 

 
○「 ＆ カルタ」をし，"

""  ～ "を用いて, できるスポーツを尋ねたり答
えたりする。 

 
○持っている物を表す英語表現を用いた「マッチングゲー

ム」をし，" ""  ～ "等を用いて,
「持っている物ビンゴ」をする。 

 
○自己紹介をする英語表現を用いて，友達と自己紹介し合

う。 
 
 
○自己紹介をする英語表現を改善する。 
 
 

○色や食べ物，動物を表す英語表現を理解できるように，
カルタをする際に，発音しながらカルタを取るルールを
提示する。 

 
○色や食べ物，動物を表す英語表現の選択をし，好みを伝

えられるように，グループ毎にカードを用意する。 
 
 
○できるスポーツを尋ねたり答えたりする英語表現の選択

・組合せができるように，スポーツを表す英語表現の一
覧を用意する。 

 
○物の名前の英語表現を理解できるように，マッチングゲ

ームで用いるカードを用意する。 
 
 
○自己紹介をする表現について，伝える事柄を明確にでき

るように，既習表現や，考えをまとめられるワークシー
トを用意する。 

 
○自己紹介をする表現について，改善点を明確にできるよ

うに， を用いて他者評価し合う機会を
設定する。 

◇色や食べ物，動物を表す英語表現を英語の音声で発音
したり，聞いて理解したりしている。    ＜行動①＞ 

 
 
◇英語表現の選択・組合せをし，色や食べ物，動物につ

いて好みを伝えている。                            ＜行動②＞ 
 
 
◇英語表現の選択・組合せをし，できることを尋ねたり

答えたりしている。                  ＜行動②＞ 
 

 
◇持っている物を表す英語表現を英語の音声で発音した

り，聞いて理解したりしている。                 ＜行動①＞ 
 
 
◇英語表現の選択・組合せをし，自己紹介をしている。 

      ＜行動②＞ 
 

 
◇英語表現の選択・組合せをし，自己紹介をしている。 

      ＜行動②＞ 

ま 
と 
め 
る 

 
 

１ 
 
 

１ 
 
 

○自己紹介をする。 
 
 
○自己紹介をする英語表現を書き写す。 
 
 

○自信をもって自己紹介ができるように，グループ内で英
語表現を確認する機会を設定する。 

 
○英語表現の選択・組合せをし，自己紹介をする英語表現

を書き写すことができるように，英語表現の見本と四線
入りの学習プリントを用意する。 

◇ジェスチャーを用いながら，聞き取りやすい声の大き
さや速さで自己紹介をしている。                    ＜行動③＞ 

 
◇英語表現の選択・組合せをし，自己紹介をする英語表

現を書き写している。                ＜学習プリント②＞ 
 

【備 考】 
・「何でもカルタ」：子どもが" ～ "と尋ね，ＡＬＴが" ～ "と答え，聞こえた色や食べ物，動物を表す英語表現とイラストがかかれたカードを取り合う。 
・「発見！フィーリングフレンド」：ペアを作り，裏返されたカードを交互にめくり，好みを伝え合う。好みが同じだったら" "と言ってハイタッチをする。 
・「 ＆ カルタ」：ＡＬＴが，" ～ "もしくは" ～ "と言う。" ～ "と言ったときだけカードを取ることができる。 
・「マッチングゲーム」：神経衰弱のことである。必ずめくったカードは英語で発音する。 
・「持っている物ビンゴ」：３×３の表を用意し，友達が持っていそうな物を予想して表に書き，インタビューしてビンゴを目指す。 

   



英語科 ５年 

単元 ２．誕生日カレンダーを作ろう                                                ５・６月（７時間） 

目標 クラスの誕生日カレンダーを作るために，他者に伝わるように工夫しながら，英語で自分の誕生日や誕生日に欲しい物について表現できる。 

評価
規準 

 
 

(①知 ・ 技)月日や誕生日，誕生日に欲しい物を尋ねたり答えたりする英語表現について理解している。 
       月日を表す英語表現を英語の音声で発音したり，英語の語順で書き写したりしている。 
(②思・判・表)英語表現の選択・組合せをし，月日や誕生日，誕生日に欲しい物を伝えたり，書き写したりしている。  
(③主体的態度)友達やＡＬＴに伝わるように工夫しながら，誕生日や誕生日に欲しい物を尋ねたり答えたりしようとしている。 

言語
事項 

～  ～  
 

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

つ 
か 
む 
 

１ 
 
 
 
 

○「先生の誕生日は何月？クイズ」に取り組み，誕生日カ
レンダーを作るのに必要な表現について話し合い，単元
の課題「誕生日や誕生日に欲しい物を尋ねたり答えたり
できるようになって，５年○組の誕生日カレンダーを作
ろう」をつかむ。 

○誕生日カレンダーを作るのに必要な英語表現に気付ける
ように，クイズを行い，グループで必要な英語表現につ
いて話し合う際に「伝えられたこと」「伝えられなかっ
たこと」の視点を提示する。 

 

◇誕生日カレンダーを作るのに必要な英語表現について
発言したり記述したりしている。 

 ＜発言・Tryシート①＞ 
 
  

 
追 
究 
す 
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 
 
 

 
１ 
 
 
 

○月を表す英語表現を用いた「ミッシングゲーム」をし，
月を表す英語表現を書き写す。 

 
○序数の英語表現を用いた「日付カルタ」をし，序数を表

す英語表現を書き写す。 
 
 
○月日を表す英語表現の「ポインティングゲーム」をし，

" "" ～ "を用いて
誕生日を尋ねたり答えたりし，" "を作る。 

 
 
○「５年○組欲しい物すごろく」をし，"

"" ～ "を用いて欲し
い物を尋ねたり答えたりする。 

 

○月を表す英語表現を理解できるように，ミッシングゲー
ムで用いるカードを用意する。 

 
○序数と数の英語表現の相違点に気付けるように，数と序

数を比較したモデルを提示する。 
 
 
○英語表現の選択をし，誕生日を伝えられるように，

" "や" "のように発音の似ている序数を比較し
て発音する機会を設定する。 

 
 
○実際に誕生日に欲しい物を表現できるように，事前に欲

しい物についてのアンケートを実施する。 
 
 

◇月を表す英語表現を英語の音声で発音したり聞いて 
 理解したりしている。         ＜行動①＞ 
 
◇序数と数の英語表現の相違点について発言したり記述

したりしている。             ＜発言・Tryシート①＞ 
 

 
◇英語表現の選択をし，誕生日を尋ねたり答えたりして

いる。                                   ＜行動②＞ 
 
 

 
◇欲しい物を表す英語表現を英語の音声で発音したり聞

いて理解したりしている。               ＜行動①＞ 
 
 

 
ま 
と 
め 
る 
 

2 
 
 
 
 

○" ～ "や" ～ "の英語表現を用
いて誕生日や誕生日に欲しい物を発表し，５年○組の誕
生日カレンダーを作る。 

 
 

○ＡＬＴや友達に自信をもって誕生日や誕生日に欲しい物
を発表できるように,グループで英語表現を確認し合う機
会を設定する。 

 
 

◇聞き取りやすい声の大きさや速さで，友達やＡＬＴに
誕生日や誕生日に欲しい物を伝えている。＜行動③＞ 

 
 

 
【備 考】 
・歌：" " 
・「先生の誕生日は何月？クイズ」：事前に５学年の先生方の誕生日や誕生日に欲しい物を尋ねておいて３択クイズを出題し，先生方の誕生日をカレンダーに記述する。 
・「ミッシングゲーム」：月のカードを黒板に貼り，子どもが目を閉じている間に１つカードを取る。子どもは，なくなったカードを当てる。その後，ミニカードを使ってグループで行う。 
・「ポインティングゲーム」：月と日付の書かれたプリントをペアで１枚用意し，ＡＬＴが言った月日を指でさして，正しく早くさせた人が勝ちである。ペアを替えながら，繰り返し行う。 
・" "：インタビューをして知った誕生日を基に，教室をめぐるように，１月から１２月まで並ぶ。 
・完成した誕生日カレンダーを毎月教室に掲示して，学級活動に生かすとよい。 
・誕生日カレンダーを作る際には，学校行事についての英語表現を提示する。 
 

 
 
 
 
 



英語科 ５年 

単元 ３．前橋自慢をしよう                                        ６・７月（１０時間）

目標 群馬大学の留学生に前橋市のことを知ってもらうために，他者に伝わるように工夫しながら，前橋じまんをしよう 

評価
規準 
 
 

(①知 ・ 技) 前橋にある名所や店，食べ物などを紹介する英語表現について理解している。 
        前橋のよさについて，情報や考え，気持ちなどを話したり，英語の語順で書き写したりしている。 
(②思・判・表) 前橋のよさについて，簡単な語句や基本的な表現を用いてながら，英語表現の選択・組合せをして，情報や考え，気持ちなどを話している。 
(③主体的態度) 前橋のよさについて，情報や考え，気持ちの紹介をしようとしている。 

言語
事項 
過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

つ 
か 
む 

 

１ 
 
 
 

○ＡＬＴとＪＴＥによるモデルを見聞きし，前橋を紹介す
る試しの活動に取り組み，紹介するために必要な英語表
現について話し合い，単元の課題「群馬大学の留学生に
前橋のよいところを知ってもらう」をつかむ。  

○英語を用いて前橋のよさの紹介をする際に必要となる英
語表現に気付くことができるように，ＪＴＥがＡＬＴに
○○市のよさを紹介するモデルを演示する。 

◇前橋の紹介をするために必要な英語表現を発言した
り，記述したりしている  ＜発言・Tryシート①＞ 

 

 

追 
究 
す 
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 

○施設や場所を表す英語表現を用いた「すごろくゲーム」
をし， を用いて，前橋
の施設や場所について伝え合う。 

 
○できることを表す英語表現を用いた「カルタゲーム」を

し， を用いて，前橋にある施設や場所でで
きることを伝え合う。 

 
○感想や様子を表す英語表現を用いた「マッチングゲーム」

をし， を用いて，自分の感想や施設場所
の様子を伝え合う。 

 
○

等を用いて，前橋の魅力を伝え合う。 

○施設や場所を表す英語表現の選択ができるように，前橋
にある施設や場所のピクチャーカードを用意する。 

 
 
○前橋の施設や場所でできることを表す英語表現を繰り返

し聞くことができるように，ＡＬＴのモデル動画をタブ
レット上で共有する。 

 
○感想や様子を表す英語表現に気付くことができるよう

に，感想や様子を表すピクチャーカードを用意し，マッ
チングゲームで活用する。 

 
○既習の英語表現を想起したり，その発音を確認したりで

きるように，タブレット上に既習表現集を用意する。 

◇施設や場所を表す英語表現を英語の音声で発音してい
る。                 ＜行動①＞ 

                    
 
◇前橋の施設や場所でできることについて，英語表現の

選択・組合せをし，伝えている。    ＜行動②＞ 
 

 
◇様子や感想を表す英語表現を英語の音声で発音してい

る。                                                                                          ＜行動①＞ 
 
 
◇前橋の施設や場所でできることを伝え合っている。                   

＜行動②＞ 
ま 
と 
め 
る 

 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 

２ 
 
 

１ 
 

１ 

○留学生に前橋自慢を発表する。 
 
 
 
○前橋自慢の英語表現を書き写し，「前橋自慢！英字新聞」

を作る。 
 
○１学期まとめテスト（リスニング中心）をする。 
 
○１学期スピーキングテストをする。 
 

○前橋を紹介する際に用いる英語表現を想起できるよう
に，ＡＬＴとＪＴＥのデモンストレーションを視聴する
機会を設定する。 

 
○前橋自慢を発表した際の英語表現を書き写しできるよう

に，四線入りの学習プリントと英語表現の見本を用意す
る。 

 
 
 

◇英語の音声や語順，聞き取りやすい声の大きさや速さ
で前橋自慢をしている。      ＜行動①②③＞ 

 
 
◇発表した前橋自慢に合わせて，英語表現の選択・組合

せをし，英語の語順で書き写している。 
                                       ＜学習プリント②＞ 

 
 
 
 

 
【備 考】  
・２学期まとめテスト（リスニング）について，子どもの実態や指導内容に合わせて，担当者が修正し，実施する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
英語科 ５年   

単元 ４．先生クイズ大会をしよう                                          ８・９月（８時間） 

目標 先生クイズを楽しむために，他者に伝わるように工夫しながら，英語を用いて第三者のできることを表現できる。 

評価
規準 

 
 

(①知 ・ 技)相手のできることを尋ねたり答えたりする英語表現や第三者のできることを伝える英語表現について理解している。 
            相手のできることを尋ねたり答えたりする英語表現や第三者のできることを伝える英語表現を英語の音声で発音したり英語の語順で書き写したりしている。 
(②思・判・表)英語表現の選択・組合せをし，相手のできることを尋ねたり答えたりする英語表現や第三者のできることを伝えたり書き写したりしている。 
(③主体的態度)友達やＡＬＴに伝わるように工夫しながら，できることをインタビューしたり，先生クイズを出題したり答えたりしようとしている。 

言語
事項 

 

    
 ～ ～  

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞ ※太字は「記録に残す評価」 

つ 
か 
む 

 

１ 
 
 
 

○５年の先生クイズに答え，必要な英語表現について話し
合い，単元の課題「先生のできることを伝えられるよう
になって，先生クイズを楽しもう」をつかむ。 

 

○第三者のできることを伝えるために必要な英語表現に気付
けるように，ＡＬＴが先生クイズのモデルを提示する。 

 
 

◇第三者のできることを伝えるために必要な英語表現
を発言したり記述したりしている。 

＜発言・Tryシート①＞ 
 

 

追 
究 
す 
る 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 
 

１ 
 
 

休み 
時間 
 

１ 
 
 

○できることを表す英語表現を用いた「 ＆  カル
タ」をし，" "" ～ "を用いてで
きることを尋ねたり答えたりする。 

 
○「質問変換ゲーム」をし，" ～ ""

"を用いて友達やＡＬＴにできることインタ
ビューをする。 

 
○友達クイズを出題し合う。 
 
 
○質問する先生や質問をする内容を決め，できることを尋

ねる" ～ "を書き写す。 
 
○先生に質問する。 
 
 
○先生クイズ大会に向けて英語表現を改善し，先生ができ

ることやできないことを伝える英語表現を書き写す。 
 

○英語表現の選択ができるように，できることを表す英語表
現の一覧を配付する。 

 
 
○英語の音声や語順でできることについて尋ねたり答えたり

できるように，質問変換ゲームカードを用意する。 
 
 
○英語の音声や語順で友達のできることを伝えられるよう

に，相手を替えながら繰り返し伝え合う機会を設定する。 
 
○英語表現の選択・組合せをし，書き写せるように，できる

ことを表す英語表現の見本と四線入りの学習プリントを用
意する。 

 
 
 
○自らの表現の改善点に気付けるように，グループ内で

を用いて，他者評価し合う機会を
設定する。 

◇英語表現の選択をし，できることを伝えている。 
＜行動②＞ 

 
 
◇できることについて英語の音声で伝えたり，聞いて

理解したりしている。                     ＜行動①＞ 
 
 

◇英語の音声や語順で友達のできることを伝えたり，
聞いて理解したりしている。                 ＜行動①＞ 

 
◇英語表現の選択・組合せをし，できることを尋ねる

英語表現を書き写している。                     ＜行動②＞ 
 
 
 
 
◇相手の目を見ながら，聞き取りやすい声の大きさや

速さで先生のできることやできないことを伝えてい
る。                                   ＜行動③＞ 

ま 
と 
め 
る 

２ 
 
 

 

○「先生クイズ大会」をする。 
 
 
 

○自らの表現に自信をもてるように，グループ内で英語表現
を確認する機会を設定する。 

 
 

◇相手の理解に合わせて繰り返したり速さを調節した
りして先生のできることやできないことを出題して
いる。           ＜発言・Tryシート③＞ 

 
 
【備 考】 
・「 ＆ カルタ」：「１．自己紹介をしよう」【備考】欄参照。 
・「質問変換ゲーム」：ゲームの問題を出す人が" "と言ったら，答える人は" "のように質問に変換するゲーム。" "と言ったら，"

"になる。" "のように動詞を重ねないようにするために行う。 
 

 
 
 
 



 
 英語科 ５年                                                                                                                                                         

単元 ５．道案内をしよう                                               １０・１１月（９時間） 

目標 生活で生かすために，他者に伝わるように工夫しながら，英語を用いて道案内ができる。 

評価
規準 

 
 

(①知 ・ 技)物の位置を表す英語表現や，道案内で場所を尋ねたり答えたりする英語表現について理解している。 
           物の位置を表す英語表現や，道案内で場所を尋ねたり答えたりする英語表現を英語の音声で発音したり英語の語順で書き写したりしている。 
(②思・判・表)英語表現の選択・組合せをし，物の位置を表す英語表現や，道案内で場所を伝えたり書き写したりしている。 
(③主体的態度)友達やＡＬＴに伝わるように工夫しながら，場所を尋ねたり道案内をしたりしようとしている。 

言語
事項 

 

 

 

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

つ 
か 
む 

１ 
 
 

○ＪＴＥとＡＬＴが宝探しをする会話を聞いて必要な英語
表現について話し合い，単元の課題「英語で場所を伝え
たり道案内をしたりできるようになろう」をつかむ。 

○場所を伝えたり道案内をしたりするために必要な英語表現に
気付けるように，ＡＬＴが道案内をするモデルを提示する。 

 

◇場所を伝えたり道案内をしたりするために必要
な英語表現を発言したり，記述したりしている。 

＜発言・Tryシート①＞ 
 

追 
究 
す 
る 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 
 

１ 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 

○教室内にある物を表す英語表現を用いた「カルタ」をす
る。 

 
 
○宝の場所を" ～ "を用いて伝

え，教室内で宝探しをする。 
 
 
○宝の場所を" ～ "を用いて書き

写し，教室内で宝探しをする。 
 
○建物を表す英語表現を用いた神経衰弱と方向を指示する

英語表現を用いた「サイモンセズゲーム」をする。 
 
○方向を指示する" ""

"" "を
用いて道案内をする。 

 
○方向と曲がる場所を指示する" ""

～ ""
"を用いて道案内をする。 

○英語の音声で教室内にある物を表す英語表現を発音できるよ
うに，教室内にある物のカルタのカードを用意する。 

 
 
○教室内にある物と物の位置を表す英語表現の選択・組合せが

できるように，位置を表すカードを提示する。 
 
 
○英語の語順で書き写せるように，教室にある物と物の位置を

表す英語表現の見本と四線入りの学習プリントを用意する。 
 
○英語の音声で建物を表す英語表現を発音できるように，神経

衰弱のカードを用意する。 
 
○方向を指示する英語表現を選択・組合せをし，道案内ができ

るように，繰り返し相手を替えながらカードに描かれた場所
に道案内をする機会を設定する。 

 
○方向と曲がる場所を指示する英語表現の選択・組合せをし，

道案内ができるように，方向と場所が書かれたカードを用意
する。 

◇教室内にある物を表す英語表現を英語の音声で
発音したり，聞いて理解したりしている。 

 ＜行動①＞ 
 
◇教室内にある物と物の位置を表す英語表現の選

択・組合せをし，宝の場所を伝えている。  

 ＜行動②＞ 
 

◇英語の語順で宝の場所を書き写して 
＜学習プリント①＞ 

 
◇建物を表す英語表現を英語の音声で発音してい

る。                    ＜行動①＞ 
 
◇方向を指示する英語表現を選択・組合せをし，

道案内をしている。    
                                                               ＜行動②＞ 
 
◇方向と曲がる場所を指示する英語表現の選択・

組合せをし，道案内をしている。    ＜行動②＞ 
 

ま 
と 
め 
る 

 
 
 

１ 
 
 
 

１ 
 

 

○教室を街に見立てて道案内をする。 
 
 
 
○英語表現を書き写し，目的地までの道案内をする。 
 
 

○英語を用いて物の位置を伝えたり道案内をしたりすることが
できた楽しさを実感できるように，感想を伝え合う時間を確
保する。 

 
○英語表現の選択・組合せをし，書いて道案内ができるよう，

方向と曲がる場所を指示する英語表現の見本と四線が書かれ
た学習プリントを用意する。 

◇英語を用いて物の位置を伝えたり道案内をした
りすることができた楽しさを発言したり記述し
たりしている。          ＜発言・Tryシート③＞ 

 
◇英語表現の選択・組合せをし，書いて目的地ま 

での道案内をしている。  ＜学習プリント②＞ 
 

【備 考】 
・「カルタ｣：ＡＬＴが教室内にある物を発音し，そのイラストが描かれたカードを取り合う。 
・「サイモンセズゲーム｣：" "が文頭に着く際には，その指示に従って動作するが，" ."等の命令文が聞こえたときには動いてはいけない。 
 

 
 
 
 



 
英語科 ５年                                                                                                                                                        

単元 ６．おもてなしワールドレストランへようこそ！                                                                         １１・１２月（９時間） 

目標 生活で生かすために，他者に伝わるように工夫しながら，丁寧な英語表現を用いて接客や注文ができる。 

評価
規準 
 
 

(①知 ・ 技)世界の国々の食べ物や１～５０の数を表す英語表現を理解している。 
       世界の国々の食べ物や１～５０の数を表す英語表現を英語の音声で発音している。 
(②思・判・表)高級レストランで用いる英語表現の選択・組合せをし，接客・注文したり，レストランのメニューを書き写したりしている。 
(③主体的態度)友達やＡＬＴに伝わるように工夫しながら，接客したり食べたい食べ物を注文したりしようとしている。 

言語
事項 

 
～ ～ ～ （  

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 ＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

つ 
か 
む 

１ 
 
 
 

○高級レストランでの会話を試し，接客・注文する際に
必要な英語表現について話し合い，単元の課題「丁寧
な英語を使って高級レストランで接客・注文できるよ
うになろう」をつかむ。 

○高級レストランで接客・注文する際に必要な英語表現に気付
けるように，試しにグループで接客・注文する機会を設定す
る。 

 

◇高級レストランで接客・注文する際に必要な英語
表現について，発言したり記述したりしている。                 

＜発言・Tryシート③＞ 
  

追 
究 
す 
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 
 
 

 
１ 
 
 
 

１ 
 

 
 

１ 
 
 
 

１ 
 
 

○世界の国々の食べ物を表す英語表現を用いた「マッチ
ングゲーム」をし，" ""

～ "を用いて接客・注文をする。 
 
○数を表す英語表現を用いた「たし算ゲーム」をし，

" ～ "" ～ "を用いて値段
を尋ねたり答えたりする。 

 
○" "" "を用い

て，来店した客を席に案内したりメニューや食べ物を
手渡したりする。 

 
○グループごとに世界の地域別に分かれて，世界の国々

の食べ物を調べ，メニュー表を作る。 
 
 
○" ""
～  ～ "を用いて，おすすめの食べ物と
その理由を伝える。 

○ゲームで繰り返し発音しながら，世界の国々の食べ物を表す
英語表現を知ることができるように，世界の国々において特
徴的な食べ物カードを用意する。 

 
○ゲームで繰り返し発音しながら，１～５０の数を表す英語表

現を知ることができるように，＄１～＄５０のお金カードを
用意する。 

 
○客を席に案内したりメニューや食べ物を手渡したりする英語

表現を用いられるように，グループ内で自らの表現を確認し
合う機会を設定する。 

 
○高級レストランで扱いたい食べ物に対する考えをもてるよう

に，世界の地域別に分かれた食べ物の資料と四線入りのメニ
ュー表を用意する。 

 
○おすすめの食べ物とその理由を伝える自らの表現の改善点を

明確にできるように， を用いて，他
者評価し合う機会を設定する。 

◇世界の国々の食べ物を表す英語表現を英語の音声
で発音したり，聞き取ったりしている。 

＜行動①＞ 
          
◇英語の音声で１～５０の数を表す英語表現を発音 
 したり聞いて理解したりしている。      ＜行動①＞ 
 
 
◇客を席に案内したりメニューや食べ物を手渡した 

 りする英語表現を用いて接客している。 
 ＜行動②＞ 

 
◇高級レストランで扱いたい食べ物をメニュー表に

書き写している。                  ＜学習プリント②＞ 
 
 
◇英語の音声，聞き取りやすい声の大きさや速さで 

おすすめの食べ物とその理由を伝えている。 
＜行動③＞ 

ま 
と 
め 
る 

 

１ 
 
 

１ 
 

１ 

○単元で学習した英語表現を用いて，接客・注文をす
る。 

 
○２学期まとめテスト（リスニング）をする。 
 
○２学期スピーキングテストをする。 

○英語表現を用いて自信をもって表現できるように，店員と客
に分かれて英語表現を確認する機会を設定する。 

 
 
 
 

◇相手の理解に合わせて繰り返したり速さを調節し
たりして高級レストランで丁寧な英語表現を用い
て接客・注文している。 ＜発言・Tryシート③＞                 

 
 
 

【備 考】 
・「マッチングゲーム」：「１．自己紹介をしよう」【備考】欄参照。 
・「たし算ゲーム」：お金カードを２枚めくって読み上げ，聞いている人が足し算をして答えるゲーム。 
・「クレイジーマンキーゲーム」：すごろくに似たゲーム。マスに止まったら英語表現を言う。バナナのイラストが描かれているマスに止まったら再度サイコロを振って出た目のマス分前に 

進む。サルのイラストが描かれているマスに止まったら再度サイコロを振って出た目のマス分後ろに戻る。 
・２学期まとめテスト（リスニング）について， と のテスト内容を両方参照し，子どもの実態や指導内容に合わせて，担当者が修正し，実施する。 
 

  
 
 
 



英語科５年                                                                                                                                                             

単元 ７．すごいぞ日本 プレゼンテーション！                                       １・２月（８時間） 

目標 ＡＬＴに日本各地の魅力を伝えるために，自分の行きたい場所やＡＬＴに行ってもらいたい場所について紹介したりすることができる。 

評価
規準 
 
 

(①知 ・ 技)＜知＞【 ， ， ，およびその関連語句】について理解している。
         ＜技＞行きたい日本の場所やその魅力について， ， ， ，およびその関連語句を用

いて情報や考え，気持ちなどを話す技能を身に付けている。 
(②思・判・表)日本各地の魅力を伝えるために，おすすめの場所やそこでできることなどについて，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報や考え，気持ちなどを話している。  
(③主体的態度)日本各地の魅力を伝えるために，おすすめの場所やそこでできることなどについて，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報や考え，気持ちなどを話そうとしてい

る。 
言語
事項 
 
 

【行きたい場所】
【行きたい理由・したいこと】

【その他】

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞ ※太字は「記録に残す評価」 

つ 
か 
む 
 

１ 
 
 
 

○ＡＬＴの出身国のおすすめの場所をするプレゼンテーシ
ョンを見聞きし，必要な英語表現について話し合い，単
元の課題「自分の行きたい日本の場所の紹介ができるよ
うになろう」をつかむ。 

○英語を用いて，自分の行きたい日本の場所を紹介する
見通しをもてるように，学級全体でUnit Listを作成す
る時間を設定する。 

 

◇自分の行きたい日本の場所をする際にできるようにな
りたいことについて，発言したり記述したりしてい
る。            ＜発言・Tryシート①＞ 

 

 

追 
究 
す 
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 

 
１ 

 
 

 
１ 
 
 
 
 
 

１ 
 
 

 
１ 

 
 

○行きたい場所を尋ねたり，答えたりする英語表現に慣れ
親しみ，ペアで互いに行きたい場所を尋ねたり，答えた
りする。 

 
○自分の行きたい場所とそこで楽しめることについて紹介

をし合う。 
 
 
○行きたい場所やそこで楽しめることなどについて伝える

際に用いる英語表現を振り返ったり，ＡＬＴに伝えたい
情報を整理したりして、発表の内容を考える。 

 
 
 
○行きたい場所やそこで楽しめることなどについて紹介 

する英語表現を書き写したり，画像や絵を作成したりし
てマイおすすめブックを作成する。 

 
 
○行きたい場所やそこで楽しめることについてグループで

紹介し合い，発表の仕方や英語表現を改善する。 
 
 

○自分の日本地図や日本の観光名所が記載された資料 
 
 
 
○日本の観光地とそこで楽しめることについて英語表現

を用いて紹介ができるように，モデル動画を学習支援
アプリ内に用意する 

 
○行きたい場所やそこで楽しめることなど，ＡＬＴに伝

えたい内容を整理できるように，場所や楽しめるこ
と，伝える順番を記入し，並び替えたり，線で繋げた
りできる発表構想シートを学習支援アプリ内に用意す
る。 

 
○行きたい場所やそこで楽しめるを紹介する英語表現を

書き写せるように，英語表現の見本や四線入りの学習
プリントを用意する。 

 
 
○自らの表現の改善点に気付けるように，グループ内で

コミュニケーションポイントを観点とし，相互評価し
合う機会を設定する。 

 

◇ペアで行きたい場所を英語表現を用いて尋ねたり，答
えたりしている。                                       ＜行動①＞ 

 
 
◇ペアで行きたい場所とそこで楽しめることを英語表現

を用いて伝え合っている。       ＜行動①＞ 
 
 
◇行きたい場所やそこで楽しめることなどを伝えるため

に，発表の内容を構想している。            ＜行動②＞ 
 
 
 
 
◇行きたい場所やそこで楽しめるを紹介する英語表現を

四線に書き写している。               ＜学習プリント①＞ 
    
 
 
◇相手に伝わるように，自分の行きたい場所やそこで楽
しめることについて伝えている。              ＜行動②＞ 

ま 
と 
め 
る 

 
 

１ 
 
 

１ 
 

 

○行きたい場所やそこで楽しめることについて，AＬＴに
発表をする。 

 
○映像や音声を見聞きし，日本に住む外国人や日本の文化

について知る。 
  

○用いる英語表現に自信をもてるように，ＡＬＴに発表
する前に，ペアで発表の練習をする時間を設定する。 

 
○映像や音声を見聞きして分かったことや気付いたこと

など，話の概要を捉えられるように，リスニングのポ
イント示したワークシートを用意する。 

◇相手の反応を確かめながら，自分の行きたい場所やそ
こで楽しめることを発表しようとしている。 

 ＜行動③＞ 
◇日本に住む外国人の生活の様子や日本文化について考
えたことを記述したり，話したりしている。 

          ＜発表・ワークシート③＞ 
   
 
 



英語科 ５年                                                                                                                                                               

単元 ８．あこがれの人の紹介をしよう                                                         ２・３月（１０時間） 

目標 あこがれの人についてプレゼンテーションをするために，他者に伝わるように工夫しながら，英語を用いて三人称で年齢や得意なこと，その人についての意見を表現できる。 

評価
規準 
 
 

(①知 ・ 技)年齢や得意なこと，その人についての意見を尋ねたり答えたりする英語表現を理解している。 
          年齢や得意なこと，その人についての意見を尋ねたり答えたりする英語表現を英語の音声で発音したり英語の語順で書き写したりしている。 
(②思・判・表)英語表現の選択・組合せをし，あこがれの人についてプレゼンテーションをしたり，書き写したりしている。 
(③主体的態度)友達やＡＬＴに伝わるように工夫しながら，あこがれの人についてプレゼンテーションをしようとしている。 

言語
事項 

～
 

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞ ※太字は「記録に残す評価」 

つ 
か 
む 
 

 

１ 
 
 
 
 

○ＡＬＴやＪＴＥのあこがれの人についてのプレゼンテー
ションを聞き，単元の課題「英語で年齢や得意なこと，
その人についての意見を英語で言えるようになって，あ
こがれの人プレゼンテーションをしよう」をつかむ。 

 

○あこがれの人プレゼンテーション大会をするのに必要な
英語表現に気付けるように，モデルのプレゼンテーショ
ンを聞き，グループで必要な英語表現について話し合う
機会を設定する。 

 

◇あこがれの人についてプレゼンテーションをするのに
必要な英語表現について発言したり記述したりしてい
る。           ＜発言・Tryシート①＞ 

 
 

 
追 
究 
す 
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 

１ 
 
 

１ 
 

 
１ 
 
 

 
１ 
 

 
 

１ 
 
 
 

○年齢の英語表現を用いた「年齢ビンゴ」や「あこがれの
人年齢カルタ」をする。 

 
○職業の英語表現を用いた「あこがれの人職業カルタ」を

する。 
 
○得意なことの英語表現を用いた「クレイジーマンキーゲ

ーム」や「あこがれの人得意なことカルタ」をする。 
 
○あこがれの人についての意見を表す英語表現を用いた

「マッチングゲーム」をする。 
 
 
○あこがれの人について調べ，プレゼンテーションをする

英語表現を書き写す。 
 
 
○あこがれの人についてプレゼンテーションをする英語表

現を改善する。 
 
 

○英語の語順で年齢を伝えられるように，全員がカルタの
札を順番に読むというルールを設定する。 

 
○英語の音声で職業を表す英語表現を発音できるように，

職業カルタカードを用意する。 
 
○英語の語順で得意なことを伝えられるように，全員がカ

ルタの札を順番に読むルールを設定する。 
 
○英語の音声であこがれの人についての意見を表す英語表

現を発音できるように，マッチングゲームで用いるカー
ドを用意する。 

 
○あこがれの人についてプレゼンテーションをする英語表

現を正確に書き写せるように，これまでに学習した英語
表現の見本と四線入りの学習プリントを用意する。 

 
○あこがれの人についてプレゼンテーションをする際の英

語表現について，改善点を明確にできるように，
を用いて他者評価し合う機会を

設定する。 

◇英語の語順で年齢を伝えている。            ＜行動①＞ 
 

 
◇職業を表す英語表現を英語の音声で発音している。 

＜行動①＞ 
 

◇英語の語順で得意なことを伝えている。      ＜行動①＞ 
 

 
◇英語の音声であこがれの人についての意見を表す英語

表現を発音している。                  ＜行動①＞ 
 

 
◇あこがれの人についてプレゼンテーションをする英語

表現をの選択・組合せをし，書き写している。 
               ＜学習プリント②＞ 

 
◇聞き取りやすい声の大きさや速さであこがれの人につ

いてプレゼンテーションをしている。        ＜行動③＞ 
 
 

ま 
と 
め 
る 

 
 

１ 
 
 

１ 
 

１ 

○あこがれの人についてプレゼンテーションをする。 
 
 
○３学期まとめテスト（まとめ）を行う。 
 
○３学期スピーキングテストを行う。 

○あこがれの人についてプレゼンテーションをして伝わっ
た楽しさを実感できるように，プレゼンテーション後に
感想を伝え合う機会を設定する。 

 
 
 

◇英語表現を用いて，あこがれの人についてプレゼンテ
ーションをして伝わった楽しさを発言したり記述した
りしている。              ＜行動・Tryシート③＞ 

 
 
 

【備 考】 
・「年齢ビンゴ」：性別と年齢の２つの要素が当てはまるとマスを塗れる。 
・「クレイジーマンキーゲーム」：「６．おもてなしワールドレストランへようこそ！」【備考】参照。       
・「マッチングゲーム」：「１．自己紹介をしよう」【備考】参照。 
・３学期まとめテスト（リスニング）について， と のテスト内容を両方参照し，子どもの実態や指導内容に合わせて，担当者が修正し，実施する。 

 


